
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
法
第
二
十
八
条
第
五
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
四
十
二
条
の
二

法
第
二
十
八
条
第
五
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に

よ
り
職
業
訓
練
指
導
員
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
都
道
府
県
知
事
へ
の
届
出
）

第
四
十
二
条
の
三

職
業
訓
練
指
導
員
免
許
を
受
け
た
者
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親
族
は
、
当

該
職
業
訓
練
指
導
員
免
許
を
受
け
た
者
が
精
神
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
状
態
と
な
り
職
業
訓
練
指
導
員
の
業

務
の
継
続
が
著
し
く
困
難
と
な
つ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
そ
の
旨
を
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
病
名
、
障
害
の
程
度
、
病
因
、
病
後
の
経
過
、
治
癒
の
見
込
み
そ
の
他
参
考
と
な
る
所

見
を
記
載
し
た
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
登
録
）

（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
登
録
）

第
四
十
八
条
の
十
六

（
略
）

第
四
十
八
条
の
十
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
三
十
条
の
十
九
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
十
七
条
の
二

法
第
八
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ

り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
新
設
）

（
報
告
）

（
業
務
廃
止
等
の
報
告
）

第
十
九
条

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
又
は
そ
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親
族
は
、
当
該
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
精

神
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
の
医
師
の
診
断
を
受
け
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
の
継
続
が
著
し
く

困
難
と
な
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
、
書
面
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
病
名
、
障
害
の
程
度
、
病
因
、
病
後
の
経
過
、
治
癒
の
見
込
み
そ
の
他

参
考
と
な
る
所
見
を
記
載
し
た
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条

（
新
設
）

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

様
式
第
八
号
中
「成

年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

」
を
「精

神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
職
業
訓
練
指
導
員
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
号
中
「２

成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
に
該
当
（
す
る
・
し
な
い
）

」を
削
り
、「３

禁
錮 こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
有
無

」
を
「２

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
の
有
無

」
に
、「４

」を「３

」に
、「５

」

を
「４

」
に
、「６

カ
月

」
を
「６

か
月

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
二
号
の
七
及
び
様
式
第
十
二
号
の
八
中
「成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

」
を
「精

神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

」
に
改
め
る
。


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